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消防分署建設 本格始動!!

　東日本大震災以降、全国的に防災力の強化が叫ばれてきました。
　当町では、老朽化した大石田分署をどうするのかという問題が起こ
り、やはり町にとって分署は必要との結論に達しました。
　財源はどうするのか、建設場所はどこがいいのか、どのような機能
をもつのか等の議論を経て、いよいよ消防分署建設に向けて動き出し
ました。� （記　消防委員長）

用地・設計等に4,000万円



一般会計性質別集計表
性　質　別 本年度予算額 構成割合（％） 前年度との比較

増 減 額 増減率
人 件 費 ８億５１１９万円 17.8 ７８８万円 0.9
物 件 費 ６億３９２５万円 13.3 １億９３４万円 20.6
維 持 補 修 費 １億４４９５万円 3.0 ２２２万円 0.2
扶 助 費 ５億５８８０万円 11.7 ▲１５９８万円 ▲2.8
補 助 費 等 ７億８３２２万円 16.4 44923万円 6.1
普通建設事業費 ４億８１３０万円 10.2 ▲２億９３３５万円 ▲37.9
公 債 費 ６億１２０８万円 12.8 ▲１１１２万円 ▲1.8
繰 出 金 ４億８０２１万円 10.0 ▲５０２万円 ▲1.0
そ の 他 ２億２９００万円 4.8 ４３１１万円 1.2

合　　　計 ４７億８０００万円 100.0 ▲１２００万円 ▲2.4

物 件 費…�人件費、維持補修費、扶助費、
補助費等以外の町が支出する
経費

扶 助 費…�生活困窮者、高齢者、児童な
どへの支援に要する経費

普通建設事�業費…道路、学校等の社会資
本整備に要する経費

補助費等…�補助金や負担金などに要する
経費

公 債 費…�借り入れた地方債（借金）の
支払いに要する経費

繰 出 金…�一般会計から特別会計への
支出
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町税（町民のみなさんからいただく税金）
5億8559万円（12.2％）

繰入金（町の貯金の取りくずし）
5億8720万円（12.3％）

自主財源
（31.5％）

分担金等
3億3304万円（7.0％）

交付金等
1億7293万円（3.6％）

国庫支出金
（国から交付されるお金）
3億9107万円（8.2％）

県支出金（県から交付されるお金）
3億1727万円（6.6％）

依存財源
（68.5％）

町債（国や銀行からの借金）
5億90万円（10.5％）

地方交付税
（町の財政状況に応じ
　国から交付されるお金）
18億9200万円（39.6％）

その他
1815万円（0.3％）

議会運営に
7408万円（1.5％）

行政運営に
10億7680万円（22.5％）

社会福祉に
12億205万円（25.2％）

農林水産業の振興に
3億2400万円（6.8％）

ゴミ処理・検診に
2億7162万円（5.7％）

商工業・観光の振興に
5106万円（1.1％）

道路整備・除雪に
5億1448万円（10.8％）

消防・水防に
2億5523万円（5.3％）

学校・スポーツなどに
3億8045万円（8.0％）

借金の返済に
6億1208万円（12.8％）

会計区分 一般会計 特別会計 国民健康
保険

次年子
簡易水道 学校給食 農業集落

排水 介護保険 後期高齢者
医療

予算額 47億
8,000万円

20億
7,124万円

８億
7,481万円 540万円 8,100万円 9,870万円 ９億

2,430万円 8,703万円

前年度比 △１億
2,000万円

△１億
8,477万円

△１億
8,234万円 △75万円 △580万円 87万円 0円 325万円

平成30年度各会計当初予算

30年度
予算 総額68億　５千万円

47億８千万円
一般会計予算

全会計予算を可 決
全会計予算を可 決

歳入
47億8千万円

歳出
47億8千万円
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　 歴史民俗資料館「聴禽書屋」のいたんだ屋根の
改修をします。

「聴禽書屋」屋根改修事業

　大石田町のそば固有種「来迎寺在来」の種子を選

別し安定した種子を確保する事業です。

来迎寺在来種保存事業

　大石田保育園の駐車場の舗装工事を行います。
大石田保育園駐車場整備事業

　昨年より販売を開始した「そばコーヒー」をさらに販売拡大するための事業です。

そばコーヒー流通拡大事業

　仁風荘内に設置する「町地域包括支援センター」
施設整備に対して補助します。

町地域包括支援センター施設整備事業

　仙台圏の寄附者を「そばまつり」に招待し交流を

します。

ふるさと応援寄附者との交流事業

平成30年度平成30年度

新規事業

　農作物への鳥獣被害を防止するため、鳥獣被害対策実施隊へ支援する事業です。

イノシシ夏季捕獲支援事業

　健康づくりのため「ウォーキングマップ」を作成

し町民に配布します。

ウォーキングマップ作成事業

　新しく小型除雪機を購入した場合、一台につき購

入費の10％（5万円上限）を補助します。

小型除雪機補助事業

　「町民一人１スポーツ」を目標に大石田スポーツクラブが始まりました。

総合型地域スポーツクラブ
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会　　計　　別 歳入歳出予算 議決の内容

一 般 会 計 47億8000万円 全員賛成により可決

国民健康保険特別会計 8億7481万円 全員賛成により可決

次年子簡易水道特別会計 540万円 全員賛成により可決

学校給食事業特別会計 8100万円 全員賛成により可決

農業集落排水事業特別会計 9870万円 全員賛成により可決

介 護 保 険 特 別 会 計 9億2430万円 賛成多数により可決
（反対１）

後期高齢者医療特別会計 8703万円 全員賛成により可決

一
般
会
計

�

岡
﨑　
英
和 
委
員

県
産
は
え
ぬ
き
が
食
味

ラ
ン
キ
ン
グ
特
Ａ
を

２
年
連
続
逃
し
て
い
る
こ
と

に
危
惧
し
て
い
る
。
首
都
圏

の
大
口
顧
客
の
寿
司
店
を
含

め
、
今
後
継
続
し
て
大
石
田

の
米
を
使
っ
て
も
ら
う
努
力

を
す
る
べ
き
で
は
。

町
長　
今
後
と
も
農
協
・
農

家
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
大
石
田
産
米
の
は
え
ぬ
き

を
宣
伝
し
て
い
く
。

�

村
形　
昌
一 

委
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
基
金

を
い
ろ
ん
な
分
野
で

使
う
と
い
う
事
だ
が
、
寄
附

し
た
方
に
何
に
使
っ
た
か
報

告
が
必
要
と
思
う
が
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
寄

附
を
さ
れ
た
方
に
礼
状
を
配

付
す
る
際
に
、
町
の
事
業
へ

の
使
途
や
貢
献
を
知
ら
せ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
納
税
者

の
意
図
が
生
か
さ
れ
た
事
業

の
効
果
も
紹
介
し
て
い
く
。

�

村
形　
昌
一 

委
員

老
人
い
こ
い
の
家
を
歴

史
民
俗
資
料
館
の
分

館
の
よ
う
に
し
て
、
旧
鷹
巣

小
に
保
管
し
て
い
る
古
民
具

な
ど
展
示
で
き
な
い
か
。

町
長　
金
を
か
け
ず
に
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
検
討
の
余
地

あ
り
と
考
え
る
。

�

遠
藤　
宏
司 

委
員

県
の
地
産
地
消
の
補
助

金
を
保
護
者
の
給
食

費
引
下
げ
に
あ
て
ら
れ
な
い

か
。

町
長　
制
度
上
の
問
題
で
、

そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

�

齋
藤　
公
一 

委
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
で
特
栽
米
の
評
判

が
い
い
が
枠
が
あ
ま
り
な
い

と
い
う
事
だ
が
、
対
応
す
べ

き
で
は
。

町
長　
人
気
の
あ
る
は
え
ぬ

き
特
栽
米
の
品
薄
は
事
実
。

農
協
で
こ
こ
ま
で
し
か
出
せ

な
い
と
い
う
こ
と
な
ら
集
荷

業
者
を
使
う
こ
と
も
話
し
合

い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

大
山　
二
郎 

委
員

全
町
流
雪
溝
整
備
に
つ

い
て
は
、
国
は
や
ら

な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
政

治
力
で
実
現
し
て
い
く
べ
き

で
は
。

町
長　
国
交
省
に
要
望
し
、

政
治
生
命
を
か
け
て
や
る
方

向
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。

�

芳
賀　
　
清 

委
員

涌
谷
町
の
遊
休
農
地
で

来
迎
寺
在
来
種
の
確

保
を
。

町
長　
種
子
保
存
の
た
め
、

検
討
す
る
。

�

齋
藤　
公
一 

委
員

大
石
田
保
育
園
運
営
費

に
入
る
補
助
金
が
見

え
な
い
が
。

町
長　
具
体
的
な
金
額
は
表

せ
て
い
な
い
が
入
っ
て
は
い

る
。

待
っ
た
な
し
！

平
成
30
年
度
予
算
　
予
算
特
別
委
員
会
総
括
審
査

関　幸悦 委員長

予算特別委員会において新年度
予算の審査を行い、一般会計及
び各特別会計とも原案のとおり
可決すべきものであると村岡議
長に対して報告しました。　

�

小
玉　
　
勇 

委
員

７
月
14
日
の
奥
の
細
道

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
町

独
自
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　
最
上
川
の
景
観
を
見

な
が
ら
散
歩
し
、
大
石
田
ら

し
い
雰
囲
気
を
つ
く
れ
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

�

大
山　
二
郎 

委
員

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
だ
が
、
補
助

金
が
切
れ
る
５
年
後
は
ど
う

な
る
か
。

教
育
長　
５
年
後
も
続
け
る

つ
も
り
だ
。
そ
の
た
め
に
も

こ
ぞ
っ
て
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
。

国
保
特
別
会
計

�
遠
藤　
宏
司 

委
員

今
年
度
か
ら
県
が
運
営

責
任
者
と
な
り
国
保

税
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
負

担
が
軽
く
な
る
こ
と
を
町
民

に
周
知
す
べ
き
。

町
長　
町
民
に
周
知
す
る
。

学
校
給
食

特
別
会
計

�

村
形　
昌
一 

委
員

は
え
ぬ
き
が
特
Ａ
か
ら

２
年
連
続
外
れ
た
が
、

今
後
も
使
う
の
か
。

教
育
長　
県
内
全
市
町
村
が

は
え
ぬ
き
一
等
米
を
使
用
し

て
い
る
。
現
在
の
体
制
を
維

持
し
た
い
。

�

遠
藤　
宏
司 

委
員

保
護
者
負
担
軽
減
の
全

県
の
状
況
を
調
査
し

情
報
を
町
に
提
供
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
保
護
者
の
負
担
は
、

年
間
町
全
体
で
８
千
万
円
ぐ

ら
い
で
あ
る
こ
と
を
町
に
も

情
報
提
供
し
た
い
。

平成30年度　予算平成30年度　予算

子
育
て
支
援
と
定
住
化
対
策
！

松尾芭蕉のさみだれ歌仙碑
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議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

議　員　名　
議　　案

岡
﨑　

英
和

村
形　

昌
一

小
玉　
　

勇

関　
　

幸
悦

村
岡　

藤
弥

大
山　

二
郎

遠
藤　

宏
司

齋
藤　

公
一

芳
賀　
　

清

星
川　
　

久
議案第15号　�平成30年度大石田町介護保険特別

会計予算 〇 〇 〇 〇 議 〇 × 〇 〇 欠

議案第18号　�大石田町いじめ防止対策の推進に
関する条例の設定について 〇 〇 〇 〇 議 〇 × 〇 〇 欠

議案第26号　�大石田町国民健康保険税条例の一
部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 議 〇 × 〇 〇 欠

議案第28号　�大石田町介護保険条例の一部を改
正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 議 〇 × 〇 〇 欠

町提案37議案、上記以外は出席者全員賛成。〇は賛成、×は反対、欠は欠席、議は議長。

３月定例会の議決状況

一
般
会
計

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド

�

岡
﨑　
英
和 

議
員

今
年
度
の
経
営
状
況

と
決
算
見
通
し
は
。

副
町
長　
温
泉
館
の
入
湯
者

に
大
き
な
変
動
は
無
い
が
、

虹
の
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

た
め
に
休
館
し
た
こ
と
も
あ

り
、
赤
字
の
決
算
に
な
る
見

込
み
。

採
算
的
に
厳
し
い
状
況
が
続

く
と
予
想
さ
れ
る
が
、
今
後

の
展
開
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

町
長　
町
民
の
た
め
の
癒
し

と
福
利
厚
生
の
意
味
合
い
も

大
き
く
誕
生
し
た
経
過
も
あ

り
、
協
議
し
な
が
ら
必
要
な

財
政
支
援
を
や
っ
て
い
く
。

老
人
世
帯
補
助
金

�

遠
藤　
宏
司 

議
員

灯
油
購
入
費
補
助
金

の
５
千
円
を
、
増

額
す
べ
き
で
は
。

町
長　
県
内
で
も
少
な
い
方

の
金
額
で
は
な
い
。

除
雪
費
補
助
金
は
ど
う
か
。

町
長　
近
隣
の
豪
雪
市
町
村

と
比
べ
て
も
安
く
は
な
い
金

額
だ
。

危
険
空
き
家

�

関　
　
幸
悦 

議
員

全
国
的
に
行
政
代
執

行
が
行
わ
れ
て
い

る
中
、
対
策
が
な
さ
れ
て
い

な
い
が
。

町
長　
空
き
家
対
策
審
議
会

に
て
協
議
し
て
取
り
組
み
た

い
。

大
石
田
保
育
園

�

齋
藤　
公
一 

議
員

民
間
に
移
管
す
る
よ
う

な
計
画
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
。

町
長　
現
状
の
町
営
を
変
え

る
つ
も
り
は
な
い
。

消

防

分

署

�

小
玉　
　
勇 

議
員

分
署
の
耐
震
診
断
結

果
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
倒

壊
の
危
険
性
あ
り
と
の
結
果

だ
っ
た
。
緊
急
防
災
事
業
の

補
助
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。国

際
理
解
専
門
員

�

大
山　
二
郎 

議
員

小
学
校
で
の
英
語
教

育
、
単
位
が
倍
増

に
な
っ
て
い
く
が
。

教
育
長　
大
変
優
秀
な
方
な

の
で
対
応
で
き
る
。

国
民
健
康
保
険

特

別

会

計

�

小
玉　
　
勇 

議
員

県
下
統
一
に
な
り
資

産
割
が
な
く
な
る

分
、
受
益
者
負
担
が
減
る
の

か
。

町
長　
実
質
負
担
減
に
な
り

よ
い
こ
と
と
捉
え
て
い
る
。

介
護
保
険

特
別
会
計

�

大
山　
二
郎 

議
員

今
年
度
の
基
金
積
立

が
約
３
千
万
円
、
ど

の
程
度
が
適
正
な
の
か
は
難

し
い
判
断
だ
が
、
保
険
料
を

減
額
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
安
定
運
営
を
視
野
に

入
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
精
査
を

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

い
じ
め
対
策
条
例

�

遠
藤　
宏
司 

議
員

重
大
事
態
調
査
委
員

会
の
構
成
に
警
察

が
入
っ
て
い
な
い
が
必
要
な

の
で
は
。

教
育
長　
事
件
を
捜
査
し
処

罰
を
下
す
組
織
で
は
な
い
の

で
入
れ
て
い
な
い
。

�

大
山　
二
郎 

議
員

不
登
校
に
な
っ
て
い

る
子
ど
も
は
い
な

い
か
。

教
育
長　
い
る
が
、
い
じ
め

に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
。

玉谷正弘さん（白鷺）を人権擁護委員として
推薦することに全員が賛成しました。
任期は平成30年７月１日から３年間

奥山英夫さん（佐田町）を町監査委員として
選任することに全員が同意しました。
任期は平成30年４月１日から４年間

監査委員の選任について 人権擁護委員の推薦について

図

書

館

長

�

小
玉　
　
勇 

議
員

重
要
な
職
だ
と
思
う
が
、

勤
務
内
容
は
。

教
育
長　
企
画
・
立
案
・
会

議
・
出
張
を
含
め
運
営
面
か

ら
み
て
、
平
均
週
２
日
程
度

の
勤
務
実
態
に
な
る
。

平成29年度

補正予算

ベッドルームの稼働も上々⁉

新館長のもと、皆さんのご来館をお待ちしています。
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一般質問とは…
　議員が町の行財政全般にわたり、方針
や執行状況、所信などを質すことをいい
ます。議員１人あたりの持ち時間は１時
間です。今定例会では5議員が一般質問
を行いました。�

５５議員議員が一般質問

一一 般般 質質 問問 　 町の考えを問う 　

豪雪に強いまちづくりを豪雪に強いまちづくりを

町民は大変な思いをしていると認識している

村形　昌一 議員

町 長

ど
ん
な
問
題
が
あ
っ
た
か
。

町
長　
降
雪
が
早
く
連
続
し

て
降
り
続
き
、
近
年
に
な
い

低
温
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
気
象
状
況
か
ら
道
路
は
狭

く
な
り
、
路
面
は
固
く
凸
凹

に
な
っ
て
車
の
通
行
に
支
障

が
出
た
。
ま
た
、
流
雪
溝
に

水
が
流
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ

た
。

土
日
に
流
雪
溝
の
通
水
時
間

を
延
長
す
る
よ
り
は
、
降
っ

て
い
る
と
き
に
水
を
流
し
て

ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
。

町
長　
国
交
省
と
の
話
し
合

い
が
必
要
だ
。

老
朽
化
し
た
ら
機
械
除
雪
に

し
て
い
く
と
の
事
だ
っ
た
が
。

町
長　
消
雪
道
路
は
力
の
な

い
高
齢
者
や
女
性
に
有
効
な

施
設
な
の
で
、
な
る
べ
く
延

命
し
て
い
く
方
針
に
し
た
。

道
路
工
事
時
に
消
雪
道
の
経

年
劣
化
に
よ
る
雪
解
け
不
良

個
所
の
対
応
を
意
識
し
て

行
っ
て
ほ
し
い
。

町
長　
対
応
し
た
い
。

今
年
は
閉
鎖
が
相
次
い
だ
が
。

町
長　

降
雪
量
が
昨
年
の

１
・
５
倍
で
準
備
し
た
排
雪

場
が
あ
っ
と
い
う
間
に
一
杯

と
な
っ
た
。

四
日
町
に
設
置
で
き
な
い
か
。

町
長　
今
年
新
た
に
四
日
町

河
川
敷
に
設
け
た
。

今
後
は
。

町
長　
こ
れ
か
ら
も
新
た
な

雪
捨
て
場
を
探
し
て
い
く
。

新
町
・
今
宿
、
小
菅
、
駒
籠

に
設
置
す
る
た
め
に
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
は
面
的
整

備
だ
け
で
す
ん
だ
が
、
今
後

は
町
が
直
接
水
利
権
の
取
得

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

課
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

町
長　
水
利
権
の
取
得
に
多

大
な
時
間
と
労
力
が
必
要
。

県
と
の
協
議
も
時
間
を
要
す
。

土
地
改
良
区
の
水
を
使
わ
せ

て
も
ら
え
な
い
か
。

町
長　
水
量
が
足
り
な
い
の

で
最
上
川
か
ら
の
取
水
を
基

本
路
線
と
し
て
い
る
。

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
新
庄
河
川
事
務
所
に

水
利
権
取
得
に
関
す
る
指
導

を
お
願
い
し
て
い
る
。

豪
雪
を
振
り
返
り

散
水
型
消
雪
道
路

排
雪
場
の
拡
充
を

流
雪
溝
新
設

う町 の 考 え を 問

遠藤　宏司  議員

◆全町民が、この町に住み続ける価値町に住み続ける価値
があると実感できる施策はないか

15ページ

大山　二郎  議員

◆町の諸課題諸課題を問う

◆小中学生の学力と部活動学力と部活動の状況は

16ページ

村形　昌一  議員

◆豪雪に強い強いまちづくりを

◆排雪場の拡充拡充が必要ではないか

◆流雪溝新設新設の課題は

13ページ

小玉　　勇  議員

◆国に惑わされず町独自惑わされず町独自の考え方でま
ちづくりを進めるべき

17ページ

関　　幸悦  議員

◆流雪溝流雪溝の整備
◆大石田町鳥獣被害鳥獣被害対策実施隊の拡充を

図れ
◆福祉バス福祉バスの見直しは

14ページ

日ごとに巨大化する雪捨て場（四日町）

老朽化していく消雪道路
（雪が消えずに残って道を狭くしている）
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町
の
流
雪
溝
は
、
大
石
田
・

横
山
・
亀
井
田
地
区
で
運
用

さ
れ
て
い
る
。
未
整
備
地
区

に
お
い
て
は
、
最
上
川
か
ら

取
水
す
る
計
画
を
し
て
い
る

が
見
通
し
が
立
た
な
い
現
状

に
あ
る
。特
に
田
沢・小
菅・

里
地
区
の
流
雪
溝
は
、
富
並

川
伊
蔵
堰
・
檜
ノ
沢
・
田
沢

の
沼
か
ら
の
取
水
計
画
を
進

め
る
べ
き
。

町
長　
流
雪
溝
未
整
備
地
区

の
水
源
に
つ
い
て
は
、
最
上

川
だ
け
を
検
討
し
て
い
る
の

で
は
な
く
「
水
源
を
ど
こ
に

求
め
る
か
」「
水
量
を
安
定

し
て
確
保
す
る
」
管
理
に
つ

い
て
も
検
討
の
課
題
と
考
え

て
い
る
。
富
並
川
伊
蔵
堰
・

下
ノ
川
・
檜
ノ
沢
・
大
堤
な

ど
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

近
年
、
多
く
の
自
治
体
で
農

作
物
の
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
当
町
で
も
カ
ラ
ス
・
イ

ノ
シ
シ
な
ど
農
作
物
の
被
害

や
ク
マ
の
出
没
も
あ
っ
た
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
協

力
団
体
で
あ
る
猟
友
会
を
育

成
す
る
考
え
は
。

町
長　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
は
、
平
成
26
年
４
月
に
設

置
要
綱
を
定
め
運
用
し
て
い

る
。
38
歳
か
ら
76
歳
ま
で
現

在
19
名
を
任
命
し
た
。
町
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
「
ク
マ
・

サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
」
な
ど
の

目
撃
情
報
に
よ
る
確
認
調
査

は
、
山
形
県
鳥
獣
保
護
管
理

員
と
協
力
し
て
対
応
し
て
い

る
。
平
成
30
年
度
か
ら
全
隊

員
の
傷
害
保
険
加
入
や
イ
ノ

シ
シ
10
頭
捕
獲
の
予
算
を
確

保
し
、
段
階
的
に
支
援
し
て

い
く
。

福
祉
バ
ス
の
１
号
車
（
亀
井

田
方
面
）
は
多
く
の
方
が
利

用
し
て
い
る
が
、２
号
車（
横

山
・
田
沢
方
面
）
は
空
席
が

目
立
ち
不
便
と
の
声
が
あ
る
。

住
民
の
声
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。
空
席
が
目
立

つ
地
域
に
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
（
※
）」
を
運
用
す
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長　
通
院
や
買
い
物
も
支

障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
見
直
し
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

※
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

（
予
約
型
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
）

　

車
両
は
タ
ク
シ
ー
を
使

い
、
バ
ス
の
よ
う
に
停
留
所

か
ら
乗
合
を
行
う
。（
家
の
前

ま
で
来
て
く
れ
る
地
域
も
あ

る
）
バ
ス
と
は
異
な
り
事
前

登
録
し
予
約
が
あ
っ
た
時
の

み
運
行
を
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
。

一一 般般 質質 問問 　 町の考えを問う 　

くらし続ける価値ある町にくらし続ける価値ある町に

前向きにあたっていく

遠藤　宏司 議員

町 長

他
の
市
町
村
と
比
較
し
、
子

ど
も
も
大
人
も
高
齢
者
も
住

み
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
施

策
を
考
え
出
し
実
行
す
る
べ

き
と
考
え
る
。
人
口
の
流
出

や
減
少
は
、
町
の
存
亡
に
か

か
わ
る
死
活
問
題
だ
。
歯
止

め
を
か
け
な
け
れ
ば
、
急
速

に
町
の
活
力
が
失
わ
れ
る
。

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

町
長　
危
機
感
を
持
っ
て
町

政
に
あ
た
っ
て
い
く
。

全
町
へ
の
流
雪
溝
の
整
備
、

高
齢
者
宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ

し
支
援
、
間
口
、
軒
下
の
除

排
雪
な
ど
、
さ
ら
な
る
豪
雪

対
策
の
強
化
が
人
口
流
出
の

歯
止
め
に
な
る
と
思
う
が
。

町
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
除

雪
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
要
望
が

一
番
多
い
。
昨
年
か
ら
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
よ
る
新
た
な
除
雪

支
援
制
度
を
実
施
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
、

受
け
る
側
双
方
に
効
果
が
生

じ
て
お
り
、
年
々
増
加
す
る

傾
向
に
あ
る
。

福
祉
・
医
療
・
教
育
に
関
わ

る
負
担
が
青
天
井
で
増
え
て

い
る
。
各
種
特
別
会
計
の
基

金
の
活
用
や
、
一
般
財
政
か

ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
で
財
源

を
確
保
し
、
町
民
負
担
を
県

内
市
町
村
の
平
均
以
下
に
す

る
気
は
な
い
か
。

町
長　
福
祉
、
教
育
な
ど
各

分
野
に
お
い
て
町
民
負
担
が

年
々
増
加
し
て
い
る
と
の
指

摘
は
否
定
で
き
な
い
。
負
担

軽
減
に
は
異
論
は
な
い
。
し

か
し
限
り
あ
る
財
源
と
法
律

上
の
制
限
等
の
中
で
精
一
杯

行
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解

願
い
た
い
。

県
内
他
市
町
村
で
は
学
校
給

食
費
の
部
分
補
助
や
全
額
補

助
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

の
補
助
を
進
め
て
い
る
。
町

は
そ
れ
に
後
れ
を
取
る
こ
と

な
く
、
む
し
ろ
、
先
進
自
治

体
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

を
財
源
に
学
校
給
食
の
無
料

化
を
実
施
し
た
自
治
体
も
あ

る
が
、
当
町
と
し
て
は
将
来

に
わ
た
る
安
定
的
な
財
源
の

見
通
し
が
立
た
な
い
以
上
、

保
護
者
負
担
は
必
要
と
考
え

る
。
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
に
つ
い
て
も
、
安

定
し
た
財
源
の
目
途
が
立
た

な
い
以
上
、
難
し
い
と
考
え

る
。

人
口
減
少

早
急
な
計
画
を

猟
友
会
を
育
成
せ
よ

福
祉
バ
ス

流
雪
溝
整
備

町
民
負
担

一一
般般
質質
問問
　

 

町
の
考
え
を
問
う 　

流
雪
溝
未
整
備
地
区
を
整
備
せ
よ

流
雪
溝
未
整
備
地
区
を
整
備
せ
よ

　
　
幅
広
く
検
討
し
て
い
く

関　
　
幸
悦 

議
員

町 

長

年
々
増
え
る
ク
マ
の
目
撃
と

農
作
物
の
鳥
獣
被
害

たくさんの子ども達が元気に遊ぶ町へ

１号車は利用者でにぎわっているが…

おいしいと先生方の評価も上々の学校給食
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町
の
考
え
は
。

町
長　
財
政
や
児
童
数
、
複

式
学
級
等
を
踏
ま
え
総
合
的

に
判
断
す
る
。

そ
の
後
の
進
展
は
。

町
長　
実
証
実
験
の
結
果
と

質
問
に
対
す
る
具
体
的
な
回

答
を
待
っ
て
い
る
状
態
。
ま

た
、
県
の
林
地
開
発
許
可
が

必
要
な
面
積
を
無
許
可
で
伐

採
し
た
た
め
、
復
旧
す
る
よ

う
県
か
ら
指
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

町
も
意
見
書
を
つ
け
て
県
に

申
請
す
る
が
、
今
後
計
画
が

進
む
の
か
。

町
長　
実
証
実
験
の
現
場
を

見
て
、
発
電
で
き
る
の
か
と

感
じ
た
。

本
県
は
「
厳
し
い
結
果
」
と

報
道
さ
れ
た
。
町
の
現
状
と

対
応
は
。

教
育
長　
低
下
し
て
い
る
の

は
事
実
。
私
も
先
生
方
も

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
が
、
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

小
学
校
も
英
語
を
教
科
化
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

取
り
組
み
は
。

教
育
長　
30
年
度
か
ら
国
際

理
解
教
育
専
門
員
の
勤
務
体

系
を
見
直
し
、
学
校
と
連
携

し
な
が
ら
、
学
力
の
向
上
に

務
め
る
。

４
月
か
ら
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
始
ま
る
が
、

部
活
動
種
目
を
中
心
に
体
系

づ
け
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
長　
理
想
だ
と
思
う
が
、

当
町
で
は
難
し
い
。
ま
ず
は

ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
多
く

の
町
民
に
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
。

一一 般般 質質 問問 　 町の考えを問う 　

国に左右されるな国に左右されるな

国の制度を活用するしかない

小玉　　勇 議員

町 長

ど
の
よ
う
な
町
を
目
指
し
て

い
る
の
か
。

町
長　
平
成
23
年
策
定
「
第

６
次
大
石
田
町
総
合
振
興
計

画
」
で
は
「
美
し
い
自
然
と

共
生
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
あ
た
た
か
い
ま
ち
」
を
目

指
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
28
年
「
大
石
田

町
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
総

合
戦
略
」
で
も
方
向
性
は
同

じ
。
た
だ
計
画
期
間
や
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
の
相
違
が
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
よ

う
な
ス
ー
パ
ー
公
務
員
を
発

掘
す
べ
き
で
は
。

町
長　
独
自
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
な
が
ら
「
地
方
創
生

の
絵
柄
」
を
描
き
、
住
民
や

地
域
を
活
性
化
し
、
行
政
が

後
押
し
す
る
こ
と
は
重
要
だ

と
思
う
。
し
か
し
、
行
政
が

す
べ
て
を
準
備
し
実
施
す
る

に
は
限
界
が
あ
る
。

国
の
施
策
の
功
罪
は
。

町
長　
町
政
へ
の
一
般
質
問

で
答
弁
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
た
だ
「
地
方
創
生
」
を

対
象
に
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
が
生
業
と
し
て
成
立
し

て
い
る
こ
と
は
地
方
創
生
の

趣
旨
と
し
て
い
か
が
な
も
の

か
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
の
推
移
は
。

町
長　
平
成
25
年
度
６
件
１

３
７
万
円
か
ら
始
ま
り
、
本

年
度
は
９
１
０
０
件
２
億
３

千
万
円
と
大
幅
に
伸
び
て
い

る
。
返
礼
品
に
よ
る
地
元
経

済
へ
の
効
果
も
大
き
く
、
寄

附
額
の
４
割
は
町
の
主
要
財

源
と
し
て
活
用
で
き
る
。

今
後
の
計
画
は
。

町
長　
平
成
29
年
度
か
ら
基

金
を
活
用
し
た
定
住
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
返
礼
品
の

割
合
を
３
割
程
度
と
の
通
知

も
あ
る
が
、
町
の
経
済
、
各

種
施
策
へ
の
自
主
財
源
の
観

点
か
ら
大
き
く
変
え
な
い
で

活
用
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
は
。

町
長　
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、

町
民
の
目
線
に
立
ち
、
国
の

制
度
を
利
用
す
べ
き
点
は
利

用
し
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
。

ま
ち
づ
く
り

小
学
校
統
合

学
力
低
下

太
陽
光
発
電

大
石
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ふ
る
さ
と
納
税

一一
般般
質質
問問
　

 

町
の
考
え
を
問
う 　

町
の
諸
課
題
を
問
う

町
の
諸
課
題
を
問
う

学
校
統
合
、
時
期
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い

大
山　
二
郎 

議
員

町 

長

ひと冬を終えたソーラーパネル（次年子地区）

大石田スポーツクラブ絶賛会員募集中！（スポーツ吹矢教室）

スーパー公務員となれ

今後も増え続けますように…
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　今回で８回目となる「議会報告会・地域住民との意見交換会」を４月９日から12日まで町内３カ所を
会場に開催しました。
　議会の活動状況や新年度予算の内容を村岡議長が報告。その後、地域住民との意見交換を行いました。
　詳細は後日発行予定の議会だより号外でお知らせします。

【
主
な
質
問
内
容
】

◦
消
防
分
署
の
建
設
問
題

◦�

高
速
道
路
開
通
に
合
わ
せ

町
へ
の
案
内
看
板
を

◦�

防
災
放
送
が
聞
こ
え
な
い
。

戸
別
受
信
機
の
設
置
を

◦
流
雪
溝
の
流
れ
改
善
を

◦
町
の
人
口
減
少
対
策
は

◦�

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
の
値

上
げ
問
題

�

な
ど

【
主
な
質
問
内
容
】

◦
信
号
機
の
新
設
要
望

◦
流
雪
溝
の
機
能
強
化
を

◦�

新
亀
井
田
橋
開
通
後
の
弊

害
◦�

新
亀
井
田
橋
に
街
灯
の
設

置
を

◦�

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
利

活
用

◦�

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
公

民
館
の
維
持
管
理
は

◦�

過
去
に
出
し
た
請
願
の
進

捗
は

◦
町
に
企
業
誘
致
を

◦�

婚
活
や
サ
ロ
ン
な
ど
人
口

減
少
に
歯
止
め
対
策
を

　
　

�

　
　

な
ど

【
主
な
質
問
内
容
】

◦�

最
上
川
の
洪
水
対
策
に
つ

い
て
国
交
省
に
要
望
を

◦�

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
に
対

す
る
考
え
は

◦�

村
山
で
行
っ
た
間
口
除
雪

を
大
石
田
で
も
で
き
な
い

か

◦
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

◦
空
き
家
の
有
効
利
用
を

◦
企
業
誘
致
し
働
く
場
を

◦�

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担

減
を

◦�

里
（
未
整
備
地
区
）
に
流

雪
溝
を

　
　
　

�

な
ど

住民とともに歩む　議会を目指して
議会報告会・地域住民との意見交換会

お
詫
び
と
訂
正

　

議
会
だ
よ
り
１
５
５
号
を

次
の
と
お
り
訂
正
し
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

　

４
ペ
ー
ジ

　

環
境
衛
生
事
業
組
合
で
の

文
中

　

「
で
発
注
し
た
が
」
を

　

�

「
に
発
注
を
依
頼
し
た

が
」
に
訂
正

　

大
石
田
小
学
校
入
学
式
で
の
１

コ
マ
で
す
。

　

今
年
も
、
ト
ヨ
タ
ラ
イ
ン
株
式

会
社
（
齋
藤
会
長
）
か
ら
、
町
内

の
新
１
年
生
全
員
に
通
学
用
帽
子

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

キ
ン
チ
ョ
ー
し
た
面
持
ち
で
、

校
長
先
生
か
ら
真
新
し
い
教
科
書

と
ピ
カ
ピ
カ
の
黄
色
い
帽
子
を
受

け
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
に
教
科
書

を
詰
め
込
ん
で
、
交
通
安
全
に
は

十
分
に
気
を
付
け
て
、
い
っ
ぱ
い

べ
ん
き
ょ
う
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

議会を　　　しませんか傍聴
◇次回の定例会は

　６月１日（金）〜７日（木）の予定です。
　 お気軽においでください。（議場は役場３階です）

大石田町議会事務局
電話 35-2111（内線312）FAX 35-2118お問い合わせ先

表
紙
の
写
真

○大石田地区（大石田町役場）４月９日（月）○亀井田地区（川前公民館）４月12日（木）

○横山地区（里公民館）４月10日（火）
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町の起業家
Vol.7

大石田町駒籠　33歳
丁寧な仕事を心がけています！
お気軽にご相談ください。
父母、妻と子（１歳）の５人家族
趣味はドライブ、映画鑑賞、ラー
メン食べ歩き
頑張っていること：仕事と子育て

あ
な
た
の
お
仕
事
は
？

　

理
容
師
で
す
。
髪
を
切
っ
た
り

顔
剃
り
を
し
て
き
れ
い
に
す
る
仕

事
で
す
。

起
業
す
る
た
め
に
大
変
だ
っ
た
こ

と
は
？

　

開
店
告
知
の
チ
ラ
シ
を
配
っ
た

り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
お
客

様
に
来
店
し
て
い
た
だ
け
る
か
と

い
う
心
配
が
尽
き
な
か
っ
た
事
。

ど
う
し
て
大
石
田
町
で
？

　

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
地
元
の

方
々
に
来
店
し
て
い
た
だ
き
、
髪

を
綺
麗
に
し
て
喜
ん
で
も
ら
い
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

今
後
の
抱
負
は
？

　

い
つ
も
ご
来
店
い
た
だ
い
て
い
る

お
客
様
に
感
謝
し
な
が
ら
「
来
て
よ

か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
店
に

し
て
い
き
た
い
。

大
石
田
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

　

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
町
。

自
然
が
豊
か
で
落
ち
着
く
良
い
と
こ

ろ
で
す
。

大
石
田
町
議
会
へ
一
言

　

人
が
も
っ
と
集
ま
れ
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
や
、
子
ど
も
達
が
遊
べ
る
安

全
な
公
園
な
ど
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

▲

議
員
よ
り
コ
メ
ン
ト

　

地
域
に
根
を
張
っ
て
、
信
頼
関

係
の
上
に
笑
顔
を
つ
く
り
出
そ
う

と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

人
が
い
な
い
と
活
性
化
は
難
し

い
と
語
る
星
川
さ
ん
。
若
い
発
想

力
で
地
域
の
未
来
を
切
り
開
い
て

い
っ
て
欲
し
い
で
す
。（
記　

村
形
）

　

４
月
中
旬
な
の
に
葉
山
に
新
た
に
雪

が
積
も
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
畑
に

は
ス
イ
カ
の
ト
ン
ネ
ル
が
ず
ら
っ
と
並

び
は
じ
め
た
。
気
象
予
報
で
は
、
桜
の

開
花
が
早
い
年
は
、
夏
は
猛
暑
に
な
り

や
す
い
と
い
う
。

　

農
業
が
基
幹
産
業
の
当
町
と
し
て

は
、
ス
イ
カ
や
農
産
物
が
順
調
に
育

ち
、
十
分
な
収
穫
を
願
い
た
い
。

　

去
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
国
道

３
４
７
号
が
通
年
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
亀
井
田
橋
が
完
成
し
、
さ
ら
に

虹
の
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
人
口

の
増
加
を
望
む
べ
く
も
な
い
時
代
に
、

人
の
交
流
や
物
流
が
盛
ん
に
な
り
、
町

が
賑
わ
う
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

「
議
会
だ
よ
り
」
で
町
が
元
気
に
な

る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

�

（
記　

遠
藤
）
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